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問題	 以下の 8題のうちから 2題を選び、それぞれ 800字～1200字程度で解答しなさ
い。 
 
テーマ「科学技術コミュニケーション」からの出題 
1.	 科学技術コミュニケーションのあり方に関して検討すべき今日的に重要な問いを何か一
つ挙げ、それについて既存の知見も踏まえつつ自由に論じなさい。 

 
 
テーマ「科学技術社会論」からの出題 
2.	 「科学の社会化」が時代や国ごとに異なった文脈で起こるものであることを、ヨーロッ
パ近代科学の歴史に例をとりながら、具体的に説明しなさい。 

 
 
テーマ「科学哲学」からの出題 
3.	 頻度主義を批判した 'リンドレーのパラドクス'とは、具体的にどのようなパラドクスか
を説明しなさい。また、なぜ尤度主義がこのパラドクスと無関係であると言えるのかを

説明しなさい。 
 
 
テーマ「科学技術とリスク」からの出題 
4.	 「確率論的バイアス」にはどのようなものがあるか。２種類のバイアスを取り上げ、具
体的な例を挙げて説明しなさい。 

 
 
テーマ「博物館学」からの出題 
5.	 社会における博物館の存在意義について、博物館教育の観点から説明しなさい。 
 
 
テーマ「博物館からの情報発信」からの出題 
6. 博物館における学術映像標本の役割について、具体的な例を挙げて説明しなさい。 
 
 
テーマ「高等教育」からの出題 
7. 『プロフェッショナル・ディベロップメント―大学教員・TA研修の国際比較―』の記述
から、北米の大学における PFFや TA研修の概要とその意義について説明しなさい。 

 
 
テーマ「科学教育」からの出題 
8.	 Deciらが言う「自己決定（self-determination）」について、Deciや deCharmsの自己原因
性や Banduraの自己効力に触れながら、具体的な意欲を引き出す指導方法を交えて述べ
なさい。 

 


